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CCNE連続オンライントーク「原発ゼロ社会への道」2022
第５回 岸田政権が号令をかけた「次世代原発」の幻想

2022年10月11日（火）17時～18時

岸田政権が号令をかけた「次世代原発」の幻想

～技術的な意味を持たない原発政策の迷走～

元東芝原発設計技術者、CCNE規制部会長

後藤 政志
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エスカレートする原発回帰への号令とその背景

◆７月14日、岸田首相「休止中の原発も順次再稼働させ9基が同時に稼働」

BWR原発（柏崎刈羽６．７号、東海第二、女川2号、島根2号）5基は新規性

基準を通ったとしているが、実際には内容としては、通っていない。

例： 福島事故の原因が未だに未解決。特に、格納容器フィルターベント

と水素爆発対策等、格納容器の安全性は全く解決していない。

「水素爆発対策」を現行のまま、規制基準を通すことは、規制委員会

自ら規制基準を無視することになる。

他方、柏崎刈羽は一連のセキュリティ問題の不祥事があり、女川は格納容

器追加工事の遅れ、東海第二は水戸地裁の差止の判決が出た。

福島事故以降初めて再稼働を目論んできたが、11年半経っても実現できな

いあせりがある。
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福島事故後審査を通ったＢＷＲ型原発は5基

柏崎刈羽６，７号機（手前は5号機）
（東京電力ホームページより）

女川２号機
（女川原発ネット検索より）

東海第二原発（左は東海第一原発）
（東海第二原発ネット検索より）

島根2号機
（島根原発ネット検索より）

女川２号機

島根２号機
東海第二

柏崎刈羽７号

柏崎刈羽６号

◆福島事故後、BWR原発は１基も再稼働していない。
◆福島事故の検証が不十分。水素爆発対策や水蒸気爆発対策は「違反」
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◆老朽原発の寿命延長問題

＊再稼働しても、老朽原発が多いので、原発の稼働基数は

減少する。

＊現行の制度では、「40年超の老朽原発を、特別点検を通

れば、1回だけ20年を限度に運転延長を認める。

⇒「40年寿命は、科学的技術的な問題ではない」として、

撤廃しようとしている。規制委はそれを、「規制の問題で

はない」として容認する姿勢（10月5日）。

論点

①古い原発は、原子炉の中性子脆化をはじめ、多くの劣化

要因があるから、安全を確保するため、一定の設計寿命

を設けるのは、当然。これこそ、工学分野の中心課題。

②古い原発は、新設原発に比べて事故のリスクが高い。

原発事故はちょっとした故障が過酷事故に直結。
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◆原発の寿命をなくそうとするがそれでも原子力は衰退する

＊他方で、寿命延長だけでは足りず、新設・増設を言いだした。

＊数年前から、「高温ガス炉」や「小型モジュール炉」など従来

の軽水炉とは異なった炉型・仕組みを模索。

＊しかし、軽水炉に替わる炉はできず、衰退することは確か。

背景に、再生可能エネルギーとのコスト競争と、規制強化

に伴うコストアップ。経験のある専門家が激減。

＊福島事故で脆弱性が明らかになった軽水炉（軽水を減速材

と冷却材に使う。）を、だましだまし使う。新規性基準は、

本質的な安全性を考慮していない。

＊格納容器フィルターベント設置、航空機落下対策やコア

キャッチャーの設置などがあるが、まじめに検討してこなかっ

た。 ⇒海外では、ＡＰ１０００やEPRなど、検討していた。
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高温ガス炉と小型モジュール炉

軽水炉 沸騰水型原子炉（BWR） 加圧水型原子炉（ＰＷＲ）

“スリーマイル島原発事故”“福島第一原発事故”

重水炉 CANDU炉 (カナダで開発)

黒鉛炉 黒鉛減速ガス冷却炉 黒鉛減速沸騰軽水
圧力管型原子炉

（RBMK）

“チェルノビル原発事故”

高速炉 高速増殖炉（FBR）

その他 小型モジュール炉

“もんじゅ事故”廃炉

洋上原子炉 ほか
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“将来炉”とは

◆新しい原子炉？・・・何が新しく何が同じか。

熱中性子炉・・・減速材（水、黒鉛、重水）と冷却材（水、ガス）

軽水炉（軽水減速軽水冷却）

⇒メルトダウン、水素爆発、水蒸気爆発、コアコンクリート反応

高温ガス炉・・・減速材（黒鉛）、冷却材（ヘリウムガス等）

高速中性子炉・・・中性子を高速のまま核反応（原爆に近い）

⇒核反応制御が難しい、ナトリウムを冷却材にし火災の危険

⇒『もんじゅ』はなぜ失敗したか。

原子力は、1960年代から1970年代にかけて軽水炉の内、

加圧水型と沸騰水型に収れんし、約54基もの原発を設置

濃縮不要火災を起こし易い

高温材料、構造が重要
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へき地等の極限られた環
境での用途にすぎない

洋上は、陸上よりはるかに自

然環境条件がきびしい。

事故のリスクが極めて高い。

目新しい技術は、安全性から見ると課題が見える。
新規技術は、長い年月を経て検証される必要がある。
直ぐに私たちが反応する必要はない。騙されてはいけない。
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第四世代原子力システムに関する国際フォーラム（GIF）

高温ガス炉、高速炉を中心

高度な安全性、持続可能性、良好な経済性

米、英、仏、露、中、印が推進

小型モジュール炉（Ｓmall Modular Reactor）SMR
安全性の向上、自由化市場への対応、原子力産業活性化

米国、英国、カナダを中心に、アジア、中東の諸国の関心。

SMRは従来、中小型炉（Small and Medium Reactor）に対して使わ

れていたが、国際的な小型モジュール炉の開発の動きを受け、現在は、

IAEAも含め一般に小型モジュール炉をSMRと呼んでいる。

田中隆則 「小型モジュール炉（SMR）を巡る国際動向とそのインパクト」
日本原子力学会誌Vol.60, No.7 (2018) 解説論文
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高温ガス炉（HTGR）

特徴
減速材：黒鉛 冷却材：ヘリウムガス
出力ガス温度：900℃を超える高温

利点

◆自己安定性（核暴走しにくい）が優れている

＊出力密度が低い（軽水炉より）
＊炉心の黒鉛は熱容量大、2000℃の高温に耐える。

＊冷却材のヘリウムは、熱伝導率が高く高温でも安定

＊冷却システムが機能しない時、格納容器からの熱放射で冷却できる。

＊制御棒挿入に失敗して燃料温度が上昇すると、自動的に核分裂が抑

制され、（計算によると）原子炉停止まで低下できる。

＊負荷追従運転がしやすい。

◆発電以外の水素製造、合成燃料製造プロセス等への核熱利用

高温ガス炉 （ HTGR : High Temperature Gas-cooled Reactor )

◆日本で最初に導入された

原発は1960年着工、1965
年臨界に達した英国製ガス

炉で（黒鉛減速炭酸ガス冷

却炉:GCR）で東海第一原

発として営業運転し、1998
年廃炉決定。

燃料は天然ウラン。電気出

力16.6万Kw、黒鉛ブロック

約3万個（1600t）。
冷却材出口温度：350℃
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原子炉格納容器内

炉容器冷却設備

1次冷却設備補助ヘりウム
冷却系

２次冷却設備

加圧水冷却設備

加圧水
空気冷却器

補助冷却水
空気冷却器

補助冷却水系

補機
冷却水
設備

ヘリウム・水・空気冷却の仕組み
ー高温ガス炉（HTTR）ー
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1次ヘリウム配管は二重管構造

◆二重管は、内管の内側の表面を断熱材で覆い、さらにその内側をライナで覆い、

これらを同心に外管を組み立てたもの。ライナの内側には、950℃の高温ガスが

流れ、内管と外管の環状部には、原子炉圧力容器へ還流する低温の1次冷却材

を流す。

◆環状部を流れる低温1次冷却材は、内側を流れる高温の1次冷却材より高圧に保つ。

1次熱交換器

1次加圧水冷却器

1次加圧水冷却器側

原子炉圧力容器側

1次熱交換器側原子炉圧力容器

曲げ部を用意し熱応

力緩和する方法は

スペースをとるので、

原子炉圧力容器以

外の冷却系容器、

配管は、格納容器

内部コンクリートか

ら吊す浮動支持方

式を採用。

複雑な熱対策は様々

な破損を誘発する

ー高温ガス炉（HTTR）ー
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二重管構造の説明図

低温高圧ガス内管

ライナ

内管

950℃高温ガス

断熱材

断熱材

ライナ

950℃高温
低圧ガス

低温高圧ガス

高温ガス（950℃）が圧力を保持する外管に熱を

伝えないように二重管構造にした。

非常に壊れやすい。壊れた時、高温ガスが噴出

しその影響は非常に大きい。

外管直径 860㎜

高温部は中に低圧で、低温
部は外に高圧にする。
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高温ガス炉の技術的課題とデメリット

１．黒鉛は酸素があると高温で燃え出す。

２．高温設計、熱疲労、熱交換器や配管の吊下げ方法と耐震性の問題。

高温対策の二重容器や二重配管は構造上、複雑で壊れ易い。

３．熱交換器が破損した場合、水が浸入し高温の黒鉛と接触する恐れ

４．ドイツで核燃料粒子が破損して核分裂生生成物が漏れ出る事故が

あった。燃料球の製造過程でミスがあり、ばらつきが問題。

５．大型化が難しい。黒鉛は軽水より減速性能が悪いので、黒鉛層が厚

くなり炉心が大きくなる。そのため、出力密度は軽水炉の10％程度。

６．大出力にすると、炉心や格納容器が大きくなり、製造コストが上がり、

発電に関しては、軽水炉に比べて経済的優位性がない。

（その後、日本は軽水炉に絞って導入へまい進した。）

７．大量の放射性物質を扱う以上、「環境に対して最悪の発電システム」
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経産省ホーム
ページ より

小型モジュール炉

米国NuScale社

6万kWのモジュール

プール内に、出力に応じて必要

な数のモジュールを設置
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◆設計を規格化し、工場で量産化を図り輸送も容易

◆モジュール出力6万kW、通常PWRの20分の１

◆最大12個のモジュールを大型プール中に設置

◆1モジュールは、「圧力容器」「蒸気発生器」「加圧器」

「格納容器」を含む一体型パッケージで、大型冷却

水ポンプや大口径配管が不要

◆各モジュールは、それぞれ独立したタービン発電機

と復水器に接続

◆小型化と一体型化を図ることにより、大規模な

冷却材喪失事故のリスクを回避

小型モジュール炉（SMR）の特徴
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◆モジュール化して事故が防げるわけではない。

◆むしろ、大型炉とは異なる事故のリスクがある。

◆プラントを規格化（モジュール化）することは、量産化

でコストダウンを目指すが、完成し洗練される必要。

◆１つでも設計の不備があると、量産化は無理。

◆一旦出来上がった後、長い年月を掛けて様々な故障

やトラブルを改善してモジュール化生産ができる。

短期間に開発できるとするのは、工業製品の基本的

な特性を理解していない机上の空論。

◆東芝・ウェスチィングハウスのモジュール工法失敗

小型モジュール炉（SMR）の欠点
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過酷事故用の耐圧強化ベントの設計の問題が解決されないまま、
柏崎刈羽、東海第二、女川等のBWR審査を通した

福島事故後の耐圧強化ベントは、各バルブの通常
時「閉」か「開」かまた、「ＦＣ」か「FA」か「FO」か？

福島事故後に手動ハンドル

を追加した。

自由度が増えたが、ヒューマ

ンエラーと不確実さが増加。

フェイルセーフとは、対極の

対策強化である。

ＦＡに変更
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フェイル・セーフとインターロックが本来の機能を果たしていない
だけではなく、それらを全く逆の危険側の方向へ導いた。
安全であるはずのフェイル・セーフ機構が事故を誘発した。
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「格納容器の破損防止」が最も実現性が低い

事
故
の
進
展
に
伴
っ
て
、
炉
心
溶
融
に
よ
る
水
素
爆
発
や

水
蒸
気
爆
発
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
同
時
に
安
全
対
策

の
信
頼
性
が
落
ち
て
く
る
。
格
納
容
器
破
損
対
策
は
確
実

で
は
な
い

◆
後
段
ほ
ど
安
全
対
策
は
信
頼
性
が
大
事

大型放水砲は、放射能の拡散を防げない

まともな対策をして

いない。

－事故が進展するにしたがって、安全対策の信頼性は落ちてくる－



23

次世代原発共同開発（三菱重工、電力4社）
2022年9月30日東京新聞

◆次世代といっても現在の加圧水型（PWR）の改良型

◆事故以前、APWR（改良型PWR）といって開発途上で断念

していた。

◆沸騰水型は,ABWR（改良型BWR）として、柏崎刈羽６、７

号以降多数設置済み。

◆2030年代運転開始を目指す。

◆APWRを元(?)に、受動的安全炉を検討するとしたようだ。

「革新軽水炉」は、炉心溶融を起こした場合に、水蒸気爆発を

避けるため、コアキャッチャーを設置することで、安全性を高

めたとしている。・・・・・三菱重工のホームぺージより確認する

三菱重工は、原発メーカーとして事故の責任を取る覚悟
があるのか、明言せずに無責任な安全神話を出すな。



24三菱重工のホームページより

三菱重工の軽水炉の究極型 SRZ-１２００
『超安全・地球にやさしい・大規模な安定供給』は誤っている。

多重化・多様化は実現見込みのない空論

航空機衝突もテロ対策も極めて困難

地球にやさしく（？）、人には厳しい？

天候や国際情勢に左右されない？ 事故や地震で長期停止。テロ攻撃の対象

非常時に止めざるを得ない。エネルギー安全保障上の役立たず
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遮蔽コンクリート厚さ2倍 約2.5m
鋼板は、高強度鋼により薄くする？

鋼板厚さが約45㎜を超えると、溶接時に後熱

処理が必要になるので、薄くしたい。

現状の厚さ

遮蔽約1.3m
鋼板約45㎜

コアキャッチャーは

EUでは、一般的要

求。今更遅いが・・・

コアキャッチャを義務

化するなら、従来の

軽水炉はすべて廃止
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主要機器構成はほ
とんだ変わらない

ハードは、部分的
な改良にすぎない
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振止め金具は、工事

ミスで配管破断事故

を起こした対策
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EPRとＡＰ1000の静的（受動的）安全性

◆航空機衝突に備えて、格納容器がニ重になっている。

◆静的安全系（重力落下式水タンクと自然循環冷却）

炉心溶融対策としてコアキャッチャー
を設置（水蒸気爆発を回避）
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革新型軽水炉の受動的安全性は概念レベル
もしできるなら、革新型軽水炉を完成、あるいは既
設軽水炉を改良すべき。無理なら廃炉にすべき。

◆（仮に）本当に受動的安全炉が成立することを証明し、現在の軽水炉よ
りはるかに、安全性が高く大規模事故の可能性がないことを示せたな
らば、「革新型軽水炉」が完成するまでは、安全性が証明されていない
既設炉は再稼働させない。

◆原発事故は、1基でも起こせば、極めて危険な状況になる。したがって、
事業者は原発が大規模な事故を起こさないことを、地域住人および市
民に確約する必要がある。

◆もし、事故を起こしたら、東電（株主代表訴訟）のように、数兆円でも百
兆円でも、損害額を支払う覚悟が、電力会社と原発メーカー（三菱・東
芝・日立）にあるのか？政治家は「責任は事業者にある」としている。

◆もし、だれも責任を取って損害賠償を率先して払うものがいないならば
そんな危険なものはつくってはいけないし、動かしてもいけない。
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新規技術をどうみるか

◆基礎研究を重ねる中で、新しい概念の技術が生じることはあり得る。

◆しかし、研究レベルで出された新しい技術を実機に適用するには、さらに実

用化レベルの開発が必要である。

◆特に、従来と環境条件等が異なる新しい炉型は、特有の条件における材料

や、仕組みの実証性が必要である。

◆その上で、開発された実機は、長期間運転と保守を繰り返して、初期故障を

なくし、さらに開発時にわからなかった故障や事故のリスク回避を試みる。

◆新技術の適用の可否を判断する時には、メリットよりも、大規模事故の発生

がないか確率論的リスク評価も動員して評価することが必要である。

◆実機製作上の概念、例えばモジュール化等の工法も、環境が異なると大きな

でデメリットになり得る。実際に、米国ウェスチングハウス社と東芝が行った大

規模モジュール工法は、品質欠陥の後戻り作業の大きな障害になり自滅した。

確率論を用いることが目的ではなく、リスクの抽出に確率論的リスク評価の手法が使用できる
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原発は攻撃の対象
安全保障上、最悪の施設

チョルノービリ事故炉

サボリージャ原発

原発が戦争の道具になった。

直接攻撃するつもりはなくても誤爆

のリスクと、運転員の心理状態が

懸念される。

電力が足りないから“原発を増や

そう”という日本の政治は、原発の

特徴を全く理解していない。
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再稼働も、寿命延長も、新型炉開発も

①福島事故を踏まえていなければならない

②まくらことばで、「安全性を最優先に」とか「安全性が確認された原子炉は」

は、実質的な意味を持たない。具体的な仕組みとそれの作動がどう保証

されているかが重要。

③日本の規制では、「ある機能を持った装置が設置されていればＯＫ」として

いる。現実にはそれが作動しないか、あるいは誤作動することを考慮した

設計でなければならない。

④故障と人為的ミスに対する対策を重視し、事故のリスクの高い老朽原発や

無責任な事業者は許可しないようにしないと、また取り返しのつかない大

事故を起こすこことになる。しかも、それを開発したメーカーすら責任を負

わない。原発の「無責任な構造」である。

⑤福島事故からすでに11年以上過ぎた。現行の規制では、随所に穴がある

ため、確率的に大規模事故が発生するリスクを避けられない。

ご清聴ありがとうございました。 M.Ｇoto

時間の関係で説明を飛ばしたところは、後でご確認いただければ幸いです。

まとめ
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